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緑内障早期発見を目的とした視野健診　
～健康・就労寿命増進を目指す～

株式会社ファインデックス
株式会社エス・ピー・シー ｜ 株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパン

Project No.

12 ヘルスケア

伊予市1日あたりの緑内障入院患者メイン実施会場となった伊予市保健センター 検査結果データなどは専用DBにて保存・管理 健診受診者～視野健診参加者～継続通院人数の集計 早期発見数の伊予市全体の推計

採択事業者名

コンソーシアム構成員

勉強会の目的
まず、伊予市での次年度及び以降年度での継続運用検討を行う。次に、伊予市と同じように健診事業
に視野検査を加えるという取り組みを他の市町村へ横展開する時にどのような課題が発生し得るか、
またそれらへの具体的な解決策について意見交換を行う。

勉強会の当初の
ゴール想定と結果

伊予市内での次年度以降の継続に関して、参加者間で次年度に実際に起こせるアクションとそれら
のスケジュールが明確になること。横展開の為の意見交換では、実装を通したことでしか得られない
具体的課題と実現可能且つ無理のない対応策を見いだせる事。また、その対応策の実施が、現実的
にかかる想定期間が定められる事をゴールとする。

参加者 伊予市 市民福祉部 健康増進課、伊予市役所 企画振興部 企画政策課

協議アジェンダ
❶伊予市での次年度実施方針・スケジュール
❷次年度以降実施の為の課題と解決案
❸横展開の為の、課題と解決案

協議による実装推進上の
重要な決定事項/示唆

R4年はプロジェクト開始時期の都合で全体日程の後期(8月~10月)にて実施したが、今回は前期(5月
~7月)に実施する。横展開はFINDEX社の活動として、自治体・健診施設へ今回事例の紹介を行い、プ
ロジェクト実装済み施設として、伊予市も事例紹介などに協力する。

その他補足事項など
（開催頻度、規模など） コンソーシアム内で2回の実施

目指す「実装成果」の定義
市町村の健診事業の一部として視野検査が実施されること。また、検査にて眼科受診を勧奨した後の
追跡調査フローなどが確立され、住民の健康増進に寄与していることが確認出来ること。その結果、
緑内障早期発見に関する成果など、医療費削減につながる指標が得られること。

データに基づく
協議ポイントの整理

全ての起点として、視野検査参加人数が一定数以上であることが前提となる。次に、受診勧奨対象
者のうち、眼科受診・継続受診者数がどれくらい居るかは、眼科医師や研究機関等との検討の範疇
にはなるが、判定基準などの検討材料となる。最終的には、継続受診者と視野検査参加者の割合が
住民の健康増進の機会・施策となるか(実装の有用性がどれほどあるか)の重要なポイントとなる。
また、健診の実施が住民全体へ広がった場合の医療費削減がどれほど見込めるかの分析結果を共
有・確認する。

主なデータ項目 健診参加全体人数、視野検査参加人数、受検勧奨対象者数、眼科受診者数(調査票回答数)、継続受診
者人数(調査票回答数)、国保一般データ、緑内障術後入院時医療費

ガイドライン
（含む具体例）

健診参加全体人数と視野検査参加人数の情報を、住民関心度や次年度要員計画の評価用データ
とする。受検勧奨対象者へ配布した調査票の回収結果を基に、継続して眼科を受診した人数を集計
し、自治体としてのゴールの一つである健康増進への寄与を評価する。また、医療費削減の推定根拠
データとする。

「実装成果」実現に向けた
示唆/考察

十分な成果は得られたが、受診勧奨数と継続受診者数の割合について、調整が必要である。但し、判
定基準等を厳しくすることは、発見率低下にも繋がる為、今回データも用いながら、眼科医師や共同
研究中の医療機関・研究期間と十分な協議を行い、見当を進めていく。

勉強会の実施概要 デジタル実装協議フォーマット


